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レジ袋有料化スタート 東海地震に備え防災訓練

木曽の発電所をめぐる旅人を助ける最前線で理解
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▲明智会場で行われた心肺蘇生の訓練コーナー
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▲堀川君と展示された作品

▲レジ袋有料化について説明を聞く買い物客

��������	
��
�����������

������������	
��
���

��������	
��
����������

�������	
��
�����������

�������	��
����
�����������
なお き

�������	
��
�����������

����������	
��
��������

�������	
��
�����������

�������	
��
���

▲高規格救急車の装備について説明を受ける西脇医師
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高齢者へ、長寿のお祝い 秋の郷土の味五平もち

バランスと笑顔が大切医療に見る大正時代
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▲焼き具合を見ながら丁寧に五平もちを焼く受講生たち
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▲演技指導をする小山さんと、熱心に聞く児童たち

▲可知市長㊧とお祝いの花を受け取る小木曽さださん㊨
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▲ 脚  気 究明の大正時代を語る井形昭弘氏
かっ け
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力作ぞろい発明くふう展 訓練の成果を披露

ペア・シーサーづくり秋の月待ちお堂めぐり
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▲優勝した飯地分団の小隊訓練
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▲シーサーの表情に悩みながら作る参加者たち

▲県知事賞を受賞した足立恵美ちゃん
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▲たくさんのお堂を楽しそうに巡る参加者
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特別企画展

■会期
１０/２�～１１/３０�
前期：１０/２�～１１/３�
後期：１１/６�～１１/３０�

■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）

■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を
除く）、９/２９�～１０/１�、
１１/４�～５�は展示替
え、１０/１４�・１１/２５�は祝
翌日のため休館
■問い合わせ　中山道広

重美術館�２０-０５２２

　恵那市には、江戸時代以来伝わる古い伝承がまちづ
くりに生かされています。中でも笠置山周辺の南朝伝
説や西行や鴨長明、女城主、明智光秀などにかかわる
伝承がよく知られています。中でも明智光秀は現在も
その出生地がはっきりしていないため、当市の明智町
以外に可児市明智、山県市美山の２説が出生地の候補
となっています。また明智氏が美濃源氏土岐氏の一族
とされることから、最近、瑞浪市内で候補地が名乗り
を上げたそうです。果たして、光秀はどこの出身なの
か。地域を見直すきっかけにもなりますので、興味の
ある方は調べてみてはいかがでしょうか。
　さて、伝承はともかく、明知城は、明知遠山氏の居
城として、戦国時代の織田と武田の争いを記した資料
の中にも度々登場します。市内では岩村城に次ぐ規模
の城郭ですが、石垣を持たない土造りの城で、印象は
地味かもしれません。しかし、「城」という字が「土」と
「成」からできていることでも分かるように、多くの 曲 

くる

 輪  群 や多彩な 空  堀 、 土  塁 などで構成された古い山城の
わ ぐん から ぼり ど るい

姿をしっかりと残しています。
　ただ、これらの遺構をすべてしっかり見分けられる

のは、中世や戦国時代の城をかなり勉強した人。一般
の人には山の自然地形と見分けがつかない所がたくさ
んあります。一般の人に分かりやすく、皆さんに親し
んでもらうにはどうしたらいいかは、明知城に限ら
ず、文化財の保存と活用を進めていく上で、最も大切
な事柄といえます。
□問い合わせ　文化課�４３-２１１２（内線２１７）

▲本丸跡には城全体の説明板などがある

文化財を巡る
⑤伝説と史実のはざまで～明知城跡

広重没後１５０年記念・東海道広重美術館姉妹館提携記念

『 広重と北斎の東海道』展

　保永堂版「東海道五拾三次之内」（１８３３（天保４）

年ころ）をはじめ、広重の東海道の浮世絵シリーズ

は有名ですが、実は北斎も広重より早く文化年間

（１８０４－１８１８）を中心に東海道のシリーズを描いてい

ます。本展で、広重と北斎それぞれの違い、広重の

各東海道の浮世絵シリーズにおける違いをお楽しみ

ください。

　また会期中は、模擬版木による本図の５色刷りが

体験できます。

歌川広重
「東海道五拾三次之内
　　　　　日本橋　朝之景」

大判錦絵　当館蔵
１８３３（天保４）年ころ　

１０月５日は市民の日
　毎月第１日曜日は「市民の
日」とし、市民に限り観覧を無
料としています。気軽に美術
の世界に触れていただき、美
術を中心とする文化活動やま
ちづくり活動の拠点に活用い
ただけるよう、願っています。


